第３回　三重県フェロシルト問題検討委員会（2005.9.25）　傍聴

                                           　　　　　　　　　　

　場所：三重県四日市庁舎

時間16：３０～　

１．唖然！！『手違いで』総クロム含有量の極端に少ないサンプルを三重県に渡した

　

石原産業が今年6月、三重県に渡したフェロシルトのサンプルは、石原産業の『手違いで』、改良品試作サンプルだった。

岐阜県にも改良品試作サンプルが渡された可能性は大きい。委員会終了後、石原産業に質問したが口を閉ざしたままだった。

改良品サンプルは総クロムの値が他のフェロシルトの総クロムに比べて二桁低い。

◆『手違い』の発覚の経過

  『手違い』の発覚は、第２回フェロシルト問題検討委員会の三重県提出資料で、総クロムの値にあまりに大きな差があり、委員から原因について石原産業に質問が出された。

  石原産業は次のように答えた。

・総クロムは1000ppm±30～50ppmと考えている。
・不純物の含有量の違いがフェロシルトのクロムの変化である

総クロムの含有量のバラツキは以下の通り。

石原『手違い』サンプル－18ppm、

瀬戸の持帰り分A－ 658ppm、 瀬戸の持帰り分B －  470ppm

瀬戸の持帰り分C－1760 ppm、 瀬戸の持帰り分D－1960ppm

PDF 2005年9月10日、当該検討委員会データはここに
　委員会の求めに応じて石原産業がサンプルの素性を調べた ところ、改良品サンプルを、『手違いで』渡したことが分かった。
◆顛末書

　石原産業は9月22日付で三重県に「本年2月にフェロシルトの純度アップを図った

改良品の試作を行った際のサンプルであり、当方の手違いでお渡ししたことが判明

しました。

　尚、改良品の商業生産は設備上の問題から行っておりません。」との顛末書を提出しました。

PDF　 2005年9月22日、三重県に提出した顛末書はここに

　・基礎データとなるはずのサンプルが違えばデータは根底から覆る。

　・杜撰と言うより故意に渡したと考える方が妥当だ。公害企業の体質そのものだ。

　・鉱石の組み合わせ方次第で、『手違い』サンプルのように総クロムの値を二桁低くする事が可能なのだ。石原産業は六価クロムが問題になることを知っていたからこそ、総クロムを極端に減らした改良品試作を行ったのであろう。

  ・三重県のリサイクル認定申請書のために特別なフェロシルトを作り、その溶出試およびウランやトリウムの含有量試験結果を提出した可能性が高い。

２．三価が六価に関わる可能性について

①pH8、pH10で六価クロムが溶出する。

・石原産業は石膏を取るためにはpH8になってしまうと説明。

・委員は、石膏を多く含む場合、pH8前後になることは避けられないとコメント。

（この点を科学者に伺ったところ、廃硫酸を中和するために弱アルカリの炭酸カルシウムを入れる。中和を完全にするためには炭酸カルシウムを多めに入れる可能性がある。それがフェロシルトをpH8にしてしまうのではないかとの意見をいただきました。）

②今後もフェロシルト中の微量元素のマンガン、ニッケル、チタンの酸化作用を検討する。

③県と検討委員は雨と乾燥の促進試験を実施中。

